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保険料免除・納付猶予の所得の基準
　前年所得が以下の計算式で計算した金額の範囲内であること。

①　全 額 免 除　　（扶養親族等の数+1）×35万円+22万円
②　4分の 3免除　　78万円+扶養親族等控除額+社会保険料控除額等
③　半 額 免 除　　118万円+扶養親族等控除額+社会保険料控除額等
④　4分の 1免除　　158万円+扶養親族等控除額+社会保険料控除額等
⑤　納 付 猶 予　　（扶養親族等の数+1）×35万円+22万円

 保険料免除・納付猶予・学生納付特例を希望された方へ

結　果　通　知 申請が却下された場合 所得の申告は忘れずに !

　日本年金機構から承認・
却下の通知が後日郵送さ
れます。それまでの間、納
付書や催告状が送付され
るなど納付のご案内をさせ
ていただく場合があります
のでご了承ください。

　お手元の納付書で、保
険料を納付してください。
　納付書を紛失した場合
は、年金事務所で再発行
しますので、ご連絡くださ
い。

　保険料免除・納付猶予
は、申請年度の前年所得
を基準としていますので、
毎年所得の申告は忘れず
に行ってください。
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︶
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︵
平
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免
除
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に
な
り
ま
す
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	保険料免除制度とは ?
　所得が少なく本人・世帯主・配偶者の前年所得（1月から 6月までに申請
される場合は前々年所得）が一定額以下の場合や失業した場合など、国
民年金保険料を納めることが経済的に困難な場合は、ご本人から申請書
を提出いただき、申請後に承認されると保険料の納付が免除になります。
免除される額は、全額、4分の 3、半額、4分の 1の 4種類があります。

	保険料納付猶予制度とは?
　20歳から50歳未満の方で、本人、配偶者の前年所得（1月から6月まで
に申請される場合は前々年所得）が一定額以下の場合には、ご本人から申請
書を提出していただき、申請後に承認されると保険料の納付が猶予されます。こ
れを納付猶予制度といいます。

	手続きするメリット
₁　保険料を全額免除された期間（納付猶予を除く）は、年金を受け取

る際に 2分の 1（税金分）受け取れます。
　　※一部免除が承認されると、減額された納付書が送付されますので

一部納付分を必ず納付してください。
　　　（一部納付分を納付しないと未納期間扱いとなります。）

₂　保険料免除・納付猶予を受けた期間中に、ケガや病気で障害が残っ
たり死亡といった不慮の事態が発生した場合、障害年金や遺族年金
を受け取ることができます。

　　（一部免除の場合、減額された保険料を納付しないと一部免除が無効となり、未
納期間となりますので、必ず減額された保険料を納付してください。）

	申請できる期間
　各年度の保険料は 7月から翌年 6月までが対象です。（令和 3年度分
は、令和 3年 7月から申請してください。）過去の期間は、申請月から
2年 1か月前まで申請できます。（年度毎の手続きが必要です。）
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